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お使いいただく前に

第１章
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■ＺＥＡＳＳ（ゼアス）の特長

光速見積ソフトＺＥＡＳＳ（ゼアス）は従来の見積ソ
フトとは違い、［設備工事会社様が適正利益を把握できる
見積書を正確に、早く、簡単に作成できるソフトを手ご
ろな価格で提供する］をテーマに開発されました。主な
機能をご紹介しながら、ＺＥＡＳＳ（ゼアス）の秘密に迫っ
てみましょう。

01　じっくり購入を検討できる安心のプレビュー版を提供

カタログだけではソフトの使い勝手はわからない。問い合わせ
したら営業担当者がしつこくて困った。そんな経験ありませんか？
ＺＥＡＳＳにはプレビュー版があります。プレビュー版をインス
トールして機能、操作を実感できます。比較検討しながらじっく
り購入を検討していただくことができます。

02　すぐ使える全日出版社の積算実務マニュアルデータ搭載

システムのマスターデータには、［積算実務マニュアル］データ
（電気　約 9000 件、機械　約 6000 件）をあらかじめ搭載してい
ます。マスターデータを別途に購入する必要がありません！起動
してすぐに主要部材を活用できます。

03　もう迷わない！３秒で部材を見つける強力な検索機能

［積算実務マニュアル］のデータや自社単価データを登録しても、
探している部材が必要な時にすぐに見つからなければ意味があり

ません。ＺＥＡＳＳではインターネット検索のように探している
部材のキーワードを入力すればすぐに検索する新しい検索システ
ムを独自に開発、見つけた部材はダブルクリックで素早く見積書
に代入できます。

04　リアルタイムで労務費、付属品、経費を自動計算

付属品、歩掛り、経費がある部材を明細（グリッド）に入力して、
数量を入力すると自動で付属品や労務費が明細に色分けされて表
示されます。表示された行は、入力した行と同じように上下に自由に
移動が可能です。数量、労務単価を変更すれば自動計算するので
見積提出後のネゴ（交渉）にも迅速に対応。受注の強い味方です。

05　赤字工事をなくす原価率と粗利

明細の１行ごとに原価率と粗利が表示されます。コスト管理が
求められるこの時代です。原価を入力すれば利益を把握しながら
見積書が作成できます。赤字工事を避けて利益率の高い工事に営
業を集中することが 100 年に 1 度の不景気を乗り切るための大切
な一手です。

06　エクセルのデータを簡単にコピー＆ペースト

一番利用されている身近なソフト、マイクロソフト社のエクセ
ルからコピー＆ペーストができます。エクセルで作成した見積書、
自社部材データのレイアウトを整えて必要な箇所をコピーして貼
り付ければ二度手間なくデータを再利用できます。
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07　すぐにわかる抜群の操作性で見積書を作成

ＺＥＡＳＳの最大の特長は、起動したその日から専門的な見積
書が簡単に作成できる点です。それが可能なのはシンプルでわか
りやすい画面構成と見やすくて思い通りに入力できる明細（グリッ
ド）です。行の入力、挿入、削除、入れ替えをする時に難しい操
作は何もありませんのでだれでもすぐに始めることができます。

08　安心のバックアップ機能

作成した見積書は大切な営業資産です。ＺＥＡＳＳを終了する
ことなく、いつでもデータのバックアップができます。バックアッ
プデータはすぐにリストア（再現）できるのでパソコンの動作が
不安定な時も安心です。

09　さまざまな見積書式に対応、カスタマイズも簡単

見積書は最も大切な営業資料です。これからの時代はただ印刷
しただけでは受注できません。ＺＥＡＳＳの見積書は見やすくて
わかりやすい。自社仕様に合わせて細かく書式が設定できます。
あなたに代わって、お客様に会社の強み、技術力をアピールします。

10　優れた将来性

ＺＥＡＳＳの最も優れている点は、小回りの利く便利なソフト
でありながら社内のネットワーク化に対応できるように開発され
ている点です。サーバー版ＺＥＡＳＳでは見積データや自社部材
マスターの共有化ができるようになっています。

11　クリックひとつで見積書をコピー

過去の見積書をコピーして新しい見積書を作成すれば、入力の
手間を大幅に削減できます。規模の大きな見積りの場合は段階的
にコピーしながら見積書を作成できるので、仕様を変更したり条
件を変更した見積書を複数用意することもできるのでお客様の要
求に幅広く対応できます。

12　自社データを一括で登録できる

手入力した明細は、選択してクリック一つでユーザー単価マス
ターに登録できます。ユーザー単価マスターはすぐに検索して活
用できるので入力の手間を減らしていくことができます。

13　材工分離方式、複合単価方式もおまかせ

公共工事で採用されている複合単価方式でも見積書が作成でき
ます。共通仮設費、現場管理費、一般管理費の計算にも対応して
います。ＺＥＡＳＳだけで両方の見積書が作成できます。

14　集計機能で見積書を分析できる

見積明細の分類と集計ができるので、部材発注、実行予算、工
事管理に役立てることができます。



8

■基本画面について

ＺＥＡＳＳを起動すると基本画面が表示されます。こ
の画面だけで主な操作を行うことができます。また基本
画面はリアルタイムでユーザー様の操作が反映されます
のでストレスなく直感的に操作できます。

工事ツリー

見積工事の一覧が表示されます。右クリックで新規工事を作成
できます。

総括表（インデックス）

選択した工事の総括表（インデックス）が表示されます。インデッ
クス単位でコピー、削除ができます。

明細（グリッド）

選択した総括表の明細（グリッド）が表示されます。明細作成
作業の大部分がここだけでできます。選択されている項目は黄色
になります。

ファンクションキー

よく使われる機能にはファンクションキー（F1 ～ F12）が割り
当てられているので、キーボードからも素早く操作できます。

ステータスバー

集計金額がリアルタイムで更新され表示されます。

メニューボタン

印刷、バックアップなどはメニューにアイコン表示されていま
すので、直感的に操作できます。

≪ Point ≫　ステータスバーの解説

［税抜］：明細金額の合計

［税額］：通常は税抜に対する消費税額になりますが明細に非

課税設定【590】された部材がある場合はその分を差し引いて

計算された消費税額が表示されます。

［税込］：［税抜］+［税額］

［原価率］：［原価金額］÷［税抜］

［粗利額］：［税抜］－［原価金額］

［gr 金額］：表示されている明細金額の合計

［原価金額］：明細原価金額の合計

［管理費］：共通仮設費 + 現場管理費＋一般管理費（複合のみ）

［諸経費］：諸経費（金額、％）の合計

［gr 原価］：表示されている明細原価金額の合計
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工事ツリー

総括表（インデックス）

明細（グリッド）

↓ファンクションキー（F1 ～ F12）

↑ステータスバー

↓メニューボタン
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■お使いいただく前に

動作環境

[ 推奨ハードウエア ]
　・CPU Atom1.6GHz 以上
　・メモリ 1GB 以上
　・HDD 100MB 以上の空き容量
　・ディスプレイ 1,680 ×　1,050 の解像度を推奨
　・最低限 NetBook-PC でも動作します。
　・光学ドライブ CD or DVD ドライブ
　・USB 空き端子 ( 最低１個必須 )
　・インターネットに接続できること ( 必須 )
[ 動作 OS ]
　・Windows 8, Windows 7, Windows XP, Windows Vista
　※ Windows NT, 2000, 98,  Me では動作しません。

ＵＳＢキーについて

ＺＥＡＳＳ（ゼアス）を動作させるには USB キーが必要となり
ます。インストールしても USB キーがささっていないパソコンで
は動作いたしませんのであらかじめご了承ください。

またＵＳＢキーを紛失されても再発行できませんので、キーの
保管には十分ご注意くださいますようお願い申し上げます。

商品内容

CD-ROM	 	 	 １枚
マニュアル		 	 １冊
ＵＳＢキー		 	 １個

免責事項

光速見積 ZEASS（ゼアス）使用の結果生じた損害について、㈲
全日出版社及びアシストコンピュータ株式会社は一切責任を負い
ません。

このことに同意の上、本ソフトのご使用を開始してください。

サポート
電話：03-3469-2282（サポートよりのコールバックは原則１回です）
FAX  ： 03-3466-6186
mail：inami@zns.co.jp
時間：月曜日～金曜日、AM9:00 ～ 12：00、PM1:00 ～ PM5:00
※担当者不在の場合、すぐにサポートできずご迷惑をおかけしま
すが、無料サポート継続のためご理解、ご協力くださいますよう
お願い申し上げます。

ゼアスの最新情報は　www.zeass.com

見積ゼアス 検　索
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基本操作を知って
おこう

第２章
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■簡単な見積書を作成してみましょう

簡単な材工分離の見積書を作成してみましょう。サンプル
工事通りに一度作成してみれば、基本操作の流れを一通り理
解することができます。説明に出てくる文字通りに入力する
必要はありませんが、最初はなるべく作成例の通りに作成し
てみてください。

◆基本操作 01　ゼアスを起動する

デスクトップのアイコンをダブルクリックしてＺＥＡＳＳ（ゼアス）
を起動します。起動後、基本画面が表示されます。

ゼアスの基本操作

◆基本操作 01　ゼアスを起動する
◆基本操作 02　労務単価を設定する
◆基本操作 03　得意先を設定する
◆基本操作 04　新規工事を作成する
◆基本操作 05　インデックス（総括表）を作成する
◆基本操作 06　明細（グリッド）を作成する（電気）
◆基本操作 07　明細（グリッド）を作成する（機械）
◆基本操作 08　諸経費と一般管理費を入力する
◆基本操作 09　印刷する
◆基本操作 10　ゼアスを終了する

基本画面
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◆基本操作 02　労務単価を設定する
 
起動したら［労務］をクリックします。

≪ Point ≫
起動して、工事を選択する前に［労務］をクリックしてください。
工事を選択してから［労務］をクリックすると、その工事の労務単
価設定になります。

「労務マスターファイルを開こうとしています。よろしいですか？」
で［はい］をクリックします。
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設定されている［労務単価］が表示されますので［県別単価］をク
リックします。
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労務単価は［東京都］が黄色で選択されています。
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［設定したい県をダブルクリックして「○○県を設定します」で「は
い」をクリックします。

ここでは北海道を設定しています。
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［登録］をクリックします。

「変更を保存します。」で「はい」をクリックします。

「労務費マスターファイルを変更しようとしています。よろしいで
すか？」で「はい」をクリックします。
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労務単価のマスターが［北海道］になりましたので［終了］をクリッ
クします。

≪ Point ≫
この手順で設定した場合、北海道のマスターファイルが設定される
ので、次から見積書を作成する時は北海道が設定されています。
※労務単価は地域や年度によって異なります。労務単価を変更した
い場合は、県別単価の設定を変更したり、調整額を使って金額を自
由に変更することが可能です。

※終了時に、下記が表示される場合があります。
「変更を反映させるため「再計算」処理を実行します。」で
「確認」をクリックします。

「再計算を完了しました。」で「OK」をクリックします。
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◆基本操作 03　得意先を設定する
 

［得意先］をクリックします。
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「変更を登録します。」で「はい」をクリックします。

［閉じる］をクリックして［得意先画面］を閉じます。
これで準備は完了です。

１行目に得意先を入力して［登録］をクリックします。
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◆基本操作 04　新規工事を作成する
 
工事ツリーで右クリック→［新規工事名］をクリックします。
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［工事名設定］が表示されます。
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このように工事を設定します。
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作成日：カレンダーを表示させて今日の日付をクリックします。

←［見積 No.］：［連番］をクリックします。

←単価として選択する地区と、原価に適用する「率」を選
択します。（積算実務マニュアルの単価 A( 関東 )、B( 近畿 )、
C( 中部 )、D( 北海道 )、E( 東北 )、F( 北陸 )、G( 中国 )、H( 四国 )、
I( 九州 )、J( 沖縄 )、から選択できます）
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得意先名：下記の手順で代入します。
 
①得意先名の項目をダブルクリックする。

②得意先画面で該当する［会社名］をダブルクリックする。

作成者名：［△△　ひろし］と入力する。
 工事名：［サンプル工事１　材工分類］と入力します 。
表示タイトル：クリックすると［サンプル工事１　材工分類］になります。
 工期：［2014 年 08 月 08 日］～［2014 年 09 月 08 日］とカレンダーから
クリックします 。
工事場所：［東京都千代田区４丁目 **-**］と入力します。
 支払条件：［通常通り］と入力します 。
有効期限：［作成日より一ヶ月］と入力します 。
その他の項目はそのままにしておきます。

※入力内容を後で編集したい場合は、
工事名を右クリックして「工事名の
編集」で、いつでも再編集が可能です。
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工事設定が終わりましたら［登録］、［閉じる］をクリックして［工
事名設定］を閉じます。

これで工事が設定されました。



27 第 2章　基本操作を知っておこう

◆基本操作 05　インデックス（総括表）を作成する
 
グリッドの１行目に［配線工事］と入力します。



28

［4 index］をクリックすると色が付きインデックスになります。



29 第 2章　基本操作を知っておこう

２行目も同じように［空調設備工事］と入力して［4 index］をクリッ
クします。
登録ボタンをクリックするとインデックス（総括表）が作成されま
す。



30

◆基本操作 06　明細（グリッド）を作成する（電気）
 
インデックスの［配線工事］をクリックします。



31 第 2章　基本操作を知っておこう

［配線工事］の明細が表示されます。
（新規なので何も入力されていません）

マスターデータから部材を入力するには以下の２つの方法があります。
①部材の検索機能を使った方法 
②マスターデータの分類を使った方法 
作成例では説明のため、２つの方法を使用しています。

まずは①の方法で入力してみましょう。
明細１行目の［名称］に［合成樹脂製可とう電線管］と入力します。

（[ カタカナ ] や [ アルファベット ] を入力する場合は、半角、全角、
大文字、小文字どれでも入力可能です）
カーソルが名称にある状態で［3 部材検索］をクリックします。



32

［部材検索結果］が表示されます。
[ 上書き ] [ マスター ] にチェックが入っているのを確認します。

（チェックが入っていない場合、チェックを入れて [ 閉じる ] をク
リックして［部材検索結果］を閉じて、[3 部材検索 ] をもう一度押
してください）

検索結果が表示されます。
ID［60141 －合成樹脂製可とう電線管－露出　PF-14］をダブルク
リックします。

［閉じる］をクリックして［部材検索結果］を閉じます。



33 第 2章　基本操作を知っておこう

明細に［PF-14］が代入されています。



34

［数量］に［10］と入力すると［労務費］、［付属品］、［消耗品・雑
材料費］が表示されます。
これが便利で速い、①部材の検索機能を使った方法　です。

≪ Point ≫
代入される単価および電工労務費はマスターデータの年度や地区、
労務費の設定で違ってきます。



35 第 2章　基本操作を知っておこう

 
次に、②マスターデータの分類を使った方法　で説明していきます。
 

［5 部材］をクリックします。



36

画面中央にマスターデータが表示されます。



37 第 2章　基本操作を知っておこう

［大分類］をクリックして、［1］電：配管工事　をクリックします。



38

［13］ＰＦ管　をクリックします。



39 第 2章　基本操作を知っておこう

［2］【露出】　をクリックします。



40

ID［60142 －合成樹脂製可とう電線管－露出　PF-16］をダブルク
リックするとグリッドに［60142 －合成樹脂製可とう電線管－露出
PF-16］が代入されます。

［数量］に［10］と入力すると労務費、付属品、消耗品・雑材料費
も自動で計算されます。
≪ Point ≫
代入される単価および電工労務費はマスターデータの年度や地区、
労務費の設定で違ってきます。



41 第 2章　基本操作を知っておこう

次に配線を入力していきます。
［大分類］をクリックして、　[2] 電：配線工事①　をクリックします。

≪ Point ≫
明細は以下の操作で簡単に編集することができます。
上方向に移動：キーボードの［shift ＋↑］
下方向に移動：キーボードの［shift ＋↓］
１行挿入：キーボードの［F8］
１行削除：キーボードの［F9］



42

[1]IV　をクリックします。



43 第 2章　基本操作を知っておこう

　[17]1 本【PF 管 ,CD 管内】をクリックします。



44

ID［38002 －電線－ PF 管・CD 管内   IV 1.2mm × 1］をダブルクリッ
クして代入します。［数量］に［20］と入力します。

≪ Point ≫
代入される単価および電工労務費はマスターデータの年度や地区、
労務費の設定で違ってきます。



45 第 2章　基本操作を知っておこう

ID［38004 －電線－ PF 管・CD 管内   IV 2.0mm × 1］をダブルクリッ
クして代入します。［数量］に［20］と入力します。

≪ Point ≫
代入される単価および電工労務費はマスターデータの年度や地区、
労務費の設定で違ってきます。



46

マスターデータの［閉じる］をクリックして
マスターデータを閉じます。

≪ Point ≫
明細は以下の操作で簡単に編集することができます。
上方向に移動：キーボードの［shift ＋↑］
下方向に移動：キーボードの［shift ＋↓］
１行挿入：キーボードの［F8］
１行削除：キーボードの［F9］



47 第 2章　基本操作を知っておこう

6 行目の付属品を選択します。



48

キーボードの［shift ＋ ↑］を3回押すと、上から3行目に移動します。



49 第 2章　基本操作を知っておこう

6 行目の［労務費］を選択し、右クリックしてショートカットを表
示させ［最下行へ移動］をクリックします。



50

［労務費］が最下行（7 行目）へ移動します。



51 第 2章　基本操作を知っておこう

6 行目の消耗品・雑材料費を選択して、［8 行挿入］を 1 回ずつ 2
回ゆっくりとクリックすると空白行が 2 行挿入されます。



52

6 行目を選択して、名称に［雑費］、数量に［1］、単位に［式］、単
価に［1500］とキーボードから入力します。



53 第 2章　基本操作を知っておこう

7 行目を選択し、右クリックしてショートカットから［小計挿入］
をクリックすると小計が挿入されます。
明細合計は［gr 金額］に表示されます。この例の場合は　22,819
円　になります。



54

明細の合計を 100 円単位にしたいので 6 行目［雑費］の調整単価
に［-19］と入力します。
雑費の金額が［1,481］になり、［gr 金額］が　22,800 円　になります。
これで［配線工事］の明細が完成です。



55 第 2章　基本操作を知っておこう

［登録］をクリックします。
※［登録］をクリックしないと作成データは保存されません。［登録］
は明細作成中も時々行ってください。



56

◆基本操作 07　明細（グリッド）を作成する（機械）
 
インデックスの［空調設備工事］をクリックします。



57 第 2章　基本操作を知っておこう

［5 部材］をクリックすると画面中央にマスターデータが表示され
ます。



58

［大分類］をクリックして、スクロールして［1］機：配管工事　を
クリックします。



59 第 2章　基本操作を知っておこう

［2］ＳＧＰ－ＶＢ　をクリックします。



60

［2］【機械室・便所】　をクリックします。



61 第 2章　基本操作を知っておこう

ID［80057 －塩ビライニング鋼管－機械室・便所　SGP-VB 15A］
をダブルクリックします。



62

グリッドに［80057 －塩ビライニング鋼管－機械室・便所　SGP-
VB 15A］が代入されます。



63 第 2章　基本操作を知っておこう

［数量］に［20］と入力すると［労務費］、［同上継手］、［同上接合材］、
［同上支持金物］、［割増労務費］が自動で計算されます。

≪ Point ≫
代入される単価および配管工労務費等は、マスターデータの年度や
地区、労務費の設定で違ってきます。

機械室・便所　



64

同じように ID［80059 －塩ビライニング鋼管－機械室・便所　
SGP-VB 25A］をダブルクリックして代入し、［数量］に［20］と入
力すると労務費、継手、接合材、支持金物、割増労務費も自動で計
算されます。

≪ Point ≫
代入される単価および配管工労務費等は、マスターデータの年度や
地区、労務費の設定で違ってきます。



65 第 2章　基本操作を知っておこう

マスターデータの［閉じる］をクリックしてマスターデータを閉じ
ます。



66

3 行目の［労務費］を選択し、右クリックしてショートカットから［最
下行へ移動］をクリックします。



67 第 2章　基本操作を知っておこう

労務費が最下行へ移動します。



68

［割増労務費］を選択して、［8 行挿入］を 1 回ずつ 2 回ゆっくりと
クリックすると空白行が 2 行挿入されます。



69 第 2章　基本操作を知っておこう

挿入された空白行の 1 行目を選択して、名称に［運搬費］、数量に［1］、
単位に［式］、単価に［1500］とキーボードから入力します。



70

空白行の 2 行目を選択し、右クリックしてショートカットから［小
計挿入］をクリックします。



71 第 2章　基本操作を知っておこう

小計が挿入されます。
明細合計は［gr 金額］に表示されます。
この例の場合は　145,676 円　になります。



72

明細の合計を 100 円単位にしたいので 6 行目［運搬費］の調整単
価に［-76］と入力します。
運搬費の金額が［1,424］になり、［gr 金額］が　145,600 円　にな
ります。
これで［空調設備工事］の明細が完成です。



73 第 2章　基本操作を知っておこう

［登録］をクリックして登録します。

≪ Point ≫
［登録］をクリックしないと作成データは保存されません。
［登録］は明細作成中も時々行ってください。



74

◆基本操作 08　諸経費と一般管理費を入力する
 
まず［諸経費］を代入します。
 
工事ツリーで［サンプル工事１　材工分類］をクリックするとグリッ
ドに総括表が表示されます。



75 第 2章　基本操作を知っておこう

3 行目を選択して右クリック→諸経費（金額）をクリックすると諸
経費が代入されます。



76

金額に［3000］と入力します。



77 第 2章　基本操作を知っておこう

次に［一般管理費］を代入します。
4 行目を選択して右クリック→諸経費（パーセント）をクリックす
ると諸経費が代入されます。



78

名称を［一般管理費］に変更します。



79 第 2章　基本操作を知っておこう

数量に［10］と入力すると 10％の金額が代入されます。
※（22,800 ＋ 145,600）× 10％＝ 16,840



80

［登録］をクリックしてデータベースに登録します。



81 第 2章　基本操作を知っておこう

◆基本操作 09　印刷する
 

［印刷］をクリックします。



82

［書式の選択］で［内訳明細書（改頁有）］を選択します。
［用紙の選択］で［Ａ４横］を選択します。
その他の項目はそのままで［プレビュー］をクリックします。

［プリンタの設定］で［ＯＫ］をクリックします。

割増労務費は［リネーム］をクリックして割増労務費の項目に［は
つり補修費］と入力します。※印刷に反映させるには一度、印刷
画面を終了し閉じて再計算させる必要があります。



83 第 2章　基本操作を知っておこう

プレビュー画面が表示されます。
［次頁］をクリックして２、３ページを確認します。



84

［印刷］をクリックします。

［プリンタの設定］で［ＯＫ］をクリックすると印刷が始まります。



85 第 2章　基本操作を知っておこう

［閉じる］をクリックしてプレビュー画面を閉じます。
これでサンプル工事が作成できました。

≪ Point ≫
「消費税込」「消費税別」の設定は、[ 工事名設定 ] で行えます。



86

［印刷］で［終了］をクリックします。



87 第 2章　基本操作を知っておこう

◆基本操作 10　ゼアスを終了する

［終了］をクリックします。

（バックアップをする場合）→次頁へ続く　



88

バックアップファイルは［マイドキュメント］→［光速見積 ZEASS］→［BACKUP］
に保存されますので、USB メモリやネットワーク上のハードディスクなど外部の
記憶装置に保存してください。
※バックアップは必ず毎回する必要はありません。まとまった作業をした時に実
行してください。

お疲れ様でした！

バックアップファイルを実行
して終了する場合は「はい」
をクリックします。

「確認」をクリックします。

≪ご注意ください≫

リストアについて（重要）

バックアップしたデータはリストアボタンでリストアするこ

とできます。

リストアはハードディスクが壊れてしまった時などに実行す

る非常時の作業です。

通常は実行しないようご注意ください。

▼

▼



89 第 2章　基本操作を知っておこう

自動バージョンアップについて
ゼアスは起動した時にインターネットに接続してバージョンアップを確
認します。下記のメッセージが表示されましたらバージョンアップを実
行してください。
※ウィルスソフトが接続を注意してきたら常に「許可」してください。

▼



90



91

覚えておきたい
便利な機能

第３章



92

■作成した見積工事のエクスポートとインポート

バックアップとリストアはすべてのデータに対して実行されます
が、エクスポートとインポートはひとつひとつの見積工事に対して
実行できます。エクスポートしたファイルを使えば、見積書の作成
を社内で分担したり、持ち歩いて別のパソコンで作業を続けること
ができます。

エクスポートの手順

①基本画面でエクスポートしたい工事を選択して右クリックして
ショートカットから [ エクスポート（出力）] をクリックする。

②「このデータを書き出します。」で [ はい ] をクリックする。
③「完了しました。」で［ＯＫ］をクリックする。
④エクスポート先のフォルダが表示されるので確認したら閉じる。

インポートの手順

①基本画面の工事ツリーで右クリックしてショートカットから
[ インポート（取り込み）] をクリックする。

②「次で取り込むデータファイルを選択してください。」で [ はい ]
をクリックする。

③［ファイルの場所］でインポートしたい工事を選択し、［開く］
をクリックする。

④「実行します。・・・」で［ＯＫ］をクリックする。
⑤インポートが実行され、インポート後再計算が実行される。
⑥「完了しました。・・・」で［ＯＫ］をクリックする。

■見積工事のコピーを作成する

ゼアスはクリックひとつで簡単に見積工事のコピーを作成すること
ができます。大きな見積りでは一区切りごとにコピーを作成しなが
ら作業をしたり、見積条件の変更や仕様変更があった時にコピーが
あれば臨機応変に対応できます。

見積工事のコピー手順

①基本画面でコピーしたい工事を選択して右クリックしてショー
トカットから [ コピー作成 ] をクリックする。

②「選択した見積のコピーを作成します。・・・」で [ はい ] をクリッ
クする。

③コピーと再計算が実行され、コピーされた見積工事が工事ツリー
に表示される。

≪ Point ≫コピー完了後、［工事名の編集］でコピーした見積工

事の［表示タイトル］を変更して［登録］すると工事ツリーで

区別できるので便利です。



93 第 3章　覚えておきたい便利な機能

■総括表（インデックス）のコピーを作成する

見積工事単位ではなく、総括表単位でもゼアスはクリックひとつで
簡単にコピーを作成することができます。複数の工事から総括表単
位でコピーを作成したり、階層もコピーすることができます。

総括表（インデックス）のコピー手順

①基本画面でコピーしたい総括表（インデックス）の項目を選択
して右クリックしてショートカットから [ コピー ] をクリック
する。

貼り付け手順（階層直下）

①基本画面で、貼り付け先にしたい総括表（インデックス）の項
目を選択し、右クリックしてショートカットから [ 貼り付け（階
層直下）] をクリックする。

貼り付け手順（同じ階層）

①基本画面で、貼り付け先にしたい総括表（インデックス）の項
目を選択し、右クリックしてショートカットから [ 貼り付け（同
じ階層）] をクリックする。

≪ Point ≫下の画像は、［配線工事］をコピーして同項目に［階

層直下］で貼り付けた場合と［同じ階層］で貼り付けた場合です。

■エクセルで入力して明細に貼り付ける

公共工事の入札などで「金抜き設計書」に基づいて見積りする場合、
名称、摘要、数量、単位などをエクセルで入力しておき貼り付けれ
ば作業を分担でき効率的です。

作業手順

①エクセルを起動してデータを入力する。

②入力したデータを選択してコピーする。

③ゼアスを選択して貼り付け先の名称を選択して右クリックして
ショートカットから［貼り付け（Excel 形式　TAB 区切り）］を
クリックする。
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■ユーザーデータに登録する

明細の内容はクリック一つでユーザーデータに登録できます。登録
する際にキーワードを入力しておけば、検索ですぐ見つけることが
できるので大変便利です。

①下の画像のように入力して名称を選択します。（説明のため食べ
物で入力してあります。）

②右クリックしてショートカットから［部材登録　範囲指定可］
をクリックして「登録しました。」で［ＯＫ］をクリックする。

■キーワードで検索する

マスターデータ、登録したユーザーデータは［3 部材検索］で簡単
に検索できます。検索結果をダブルクリックすれば明細に入力でき
るので、探している部材をすぐに見つけることができます。左記の
食べ物でどのような検索結果になるかを説明します。

検索結果①［名称］に「きゅうり」で検索

≪解説≫［名称］に「きゅうり」で［3 部材検索］を実行すると

「きゅうり大」「きゅうり中」「きゅうり小」が検索結果として表

示されます。

検索結果②［摘要］に「小」で検索

≪解説≫［摘要］に「小」で［3 部材検索］を実行すると「きゅ

うり小」「防水ジョイント」が検索結果として表示されます。「防

水ジョイント」はマスターデータの部材です。
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検索結果③［ｷｰﾜｰﾄﾞ］に「果物」で検索

検索結果④［名称］に「きゅうり＆＆」、［摘要］に「大」で検索

≪解説≫［キーワード］に「果物」で［3 部材検索］を実行する

と「いちご」「サクランボ」が検索結果として表示されます。

≪解説≫［名称］に「きゅうり＆＆」で［摘要］に「大」で［3

部材検索］を実行すると「きゅうり大」のみが検索結果として

表示されます。「＆＆」を使うと［摘要］と［ｷｰﾜｰﾄﾞ］に入力さ

れている文字も検索対象となります。検索を実行する前にカーソ

ルを「＆＆」がある項目において検索を実行する必要があります。

検索結果⑤［ｷｰﾜｰﾄﾞ］に「食物」で検索

≪解説≫［キーワード］に「食物」で［3 部材検索］を実行する

と左ページで登録した部材すべてが検索結果として表示されま

す。

≪ Point ≫検索をする時に名称と摘要の一部をドラッグして検索

を実行することもできます。（画像の場合は合成樹脂製で検索し

ます。）
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操作を見つける
早見表

第４章
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【　】内の番号は第５章の画面解説の番号です。

分　　類 キーワード 項　　　　　　　目

 開始   ゼアスを起動したい ⇒ 第2章  基本操作01

 終了   ゼアスを終了したい ⇒ 第2章  基本操作09、【332】

 労務単価  設定  労務単価を設定したい ⇒ 第2章  基本操作02、【336】

 労務単価  基準県  基準になる労務単価の県を設定したい【⇒ 485で県名をダブルクリック】

 得意先  新規作成  新規作成したい（得意先）【⇒ 335】

 コピー  工事  コピーしたい（工事を）【⇒ 556】

 コピー  総括表  コピーしたい（総括表を）【⇒ 563】

 コピー  明細上項目  コピーしたい（明細の上項目を）【⇒ 342】

 コピー  明細行単位  コピーしたい（明細を行単位で）【⇒ 582】

 コピー  エクセルへ  コピーしたい（明細をエクセルに）【⇒ 585】

 コピー  エクセルから  コピーしたい（エクセルで作成した見積書をゼアスの明細に）【⇒ 586】

【⇒ 334】

【⇒ 586】

【⇒ 589b】

【⇒ 589a】
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分　　類 キーワード 項　　　　　　　目

 コピー  自社部材  コピーしたい（エクセルで作成した自社部材をゼアスのユーザーデータに）
【⇒ 617】

 コピー  得意先  コピーしたい（エクセルで作成した得意先をゼアスの得意先データに）
【⇒ 481】

 削除  工事  削除したい（工事）【⇒ 557】

 削除  総括表  削除したい（総括表）【⇒ 567】

 削除  明細１行  削除したい（明細を１行単位で）【⇒ 350】

 削除  明細複数行  削除したい（明細を複数行単位で）【⇒ 587】

 工事  新規作成  新規作成したい（工事）【⇒ 554】

 工事  工事名  工事名を変更せずに工事ツリーの工事名表示を変更したい【⇒ 311】

 工事  検索  工事を検索したい【⇒ 560】

 工事  作成者登録  作成者を登録したい【⇒ 309で右クリック】

 工事  作成者削除  登録した作成者を削除したい【⇒ 309で右クリック】

【⇒ 589c】

【⇒ 560c】

【⇒ 308 で右クリック】

【⇒ 308 で右クリック】
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分　　類 キーワード 項　　　　　　　目

 工事  支払条件登録  支払条件を登録したい【⇒ 316で右クリック】

 工事  支払条件削除  登録した支払条件を削除したい【⇒ 316で右クリック】

 工事  有効期限登録  有効期限を登録したい【⇒ 317で右クリック】

 工事  有効期限削除  登録した有効期限を削除したい【⇒ 317で右クリック】

 工事  エクスポート  工事をエクスポート（出力）したい【⇒ 558】

 工事  インポート  工事をインポート（取り込み）したい【⇒ 559】

 工事  バックアップ実行  見積データのバックアップをとりたい【⇒ 340】

 工事  復旧（リストア）  バックアップした見積データを復旧（リストア）したい【⇒ 334】

 見積方式  材工分離  材工分離方式→複合単価方式に見積書を切り替えたい
※コピーしてから【⇒ 318】

 見積方式  複合単価  複合単価方式→材工分離方式に見積書を切り替えたい
※コピーしてから【⇒ 319】

 共通費  金額変更  共通費の金額を変更したい【⇒ 579】

【　】内の番号は第５章の画面解説の番号です。

【⇒ 335】

【⇒ 581】
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分　　類 キーワード 項　　　　　　　目

 工事注記
（備考）

 作成  工事注記（備考）を作成したい【⇒ 348】

 工事注記
（備考）

 一体型印刷  工事注記（備考）を別紙ではなく表紙または明細にいれて印刷したい
【⇒ 414で［1ページ目］または［最後のページ］】

 工事注記
（備考）

 一体型印刷  工事注記（備考）を表紙または明細に含める時の大きさを指定したい
【⇒ 413】

 総括表  新規作成  新規作成したい（総括表）【⇒ 明細を入力して345】

 総括表  削除  総括表を削除したい【⇒ 参照：削除したい（総括表）】

 総括表  コピー  総括表をコピーしたい【⇒ 参照：コピーしたい（総括表を）】

 総括表  コピー  コピーした項目を同じ階層に貼り付けたい【⇒ 566】

 総括表  コピー  コピーした項目を違う階層に貼り付けたい【⇒ 565】

 明細
（グリッド）

 小計挿入  明細（グリッド）に小計を挿入したい【⇒ 575】

 明細
（グリッド）

 空白行  明細に空白行を挿入したい【⇒ 349】

 明細
（グリッド）

 最下行移動  明細で選択した行を一番下に移動したい【⇒ 572】

【⇒ 576】

【⇒ 573】
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分　　類 キーワード 項　　　　　　　目

 明細
（グリッド）

 再計算  明細（グリッド）で再計算を実行したい【⇒ 590】

 明細
（グリッド）

 電卓  電卓を使いたい【⇒ 584】

 明細
（グリッド）

 合計金額を電卓に  電卓に選択した金額の合計を表示させたい【⇒ 581】

 明細
（グリッド）

 諸経費  諸経費をパーセントで計算したい【⇒ 571】

 明細
（グリッド）

 諸経費  諸経費を手入力したい【⇒ 570】

 明細
（グリッド）

 実行予算分類作成  実行予算分類を作成したい【⇒ 496～498】

 明細
（グリッド）

 実行予算分類反映  作成した実行予算分類を明細に反映させたい
【⇒ 343で表示させ該当分類をダブルクリック】

 明細
（グリッド）

 実行予算分類削除  作成した実行予算分類を削除したい【⇒ 497】

 明細
（グリッド）

 実行予算分類消去  明細で反映させた実行予算の分類を消去したい【⇒ 495】

 明細
（グリッド）

 労務職種変更  選択した明細（グリッド）の労務単価の職種を変更したい
【⇒ 352で表示させ職種にチェックをいれて決定】

 明細
（グリッド）

 経費変更  選択した明細（グリッド）の経費を変更したい
【⇒ 353で表示させチェックボックスにチェックをいれて決定】

【　】内の番号は第５章の画面解説の番号です。

【⇒ 591】

【⇒ 588】

【⇒ 585】

【⇒ 572】

【⇒ 571】
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分　　類 キーワード 項　　　　　　　目

 明細
（グリッド）

 ステータスバー
 表示順序

 ステータスバーの表示順序を変更したい【⇒ 552】

 明細
（グリッド）

 ステータスバー
 表示幅

 ステータスバーの表示幅を変更したい【⇒ 553】

 明細
（グリッド）

 合計丸め  明細の合計を丸めたい【⇒ 調整単価に端数を入力する】

 明細
（グリッド）

 画面表示切替  基本画面の表示を切り替えたい【⇒ 338】

 明細
（グリッド）

 集計  明細の集計を画面で確認したい【⇒ 339】

 印刷  プレビュー  印刷プレビューで確認したい【⇒ 356】

 印刷  請求書  請求書を印刷したい【⇒ 373】

 印刷  振込先  請求書に振込み先を印刷したい【⇒ 461】

 印刷  請求書、納品書  請求書、納品書の合計金額表示を変更したい【⇒ 460】

 印刷  納品書  納品書を印刷したい【⇒ 374】

 印刷  行変更  印刷する行を変更したい【⇒ 370】
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分　　類 キーワード 項　　　　　　　目

 印刷  ページ指定  印刷するページを指定したい【⇒ 368】

 印刷  階層指定  印刷する階層を指定したい【⇒ 367】

 印刷  タイトル変更  印刷するタイトルなどを変更したい【⇒ 388～395】

 印刷  単価金額空白  単価と金額を空白にして印刷したい【⇒ 377】

 印刷  数量１  数量が［1］の時は単価を印刷したくない【⇒ 378】

 印刷  消費税  消費税を印刷したい【⇒ 329】

 印刷  階層番号ありなし  階層番号を印刷したい／したくない【⇒ 376】

 印刷  得意先敬称  得意先の敬称を殿で印刷したい【⇒ 379】

 印刷  得意先敬称  設定にない敬称で得意先を印刷したい
【⇒ 379で［なし］を選択して得意先名に入力する】

 印刷  サイズ変更  印刷する項目のサイズを変更したい【⇒ 380、382、384、386】

 印刷  フォントサイズ  印刷するフォントのサイズを変更したい【⇒ 396、397、398】

【　】内の番号は第５章の画面解説の番号です。

【⇒ 329a】

【⇒ 379a】

【⇒ 379a で [ なし ] を選択して得意先名に入力する】
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分　　類 キーワード 項　　　　　　　目

 印刷  フォント色  印刷するフォントの色を変更したい【⇒ 396、397、398で色をクリック】

 印刷  罫線太さ  印刷する罫線の太さを変更したい【⇒ 401】

 印刷  罫線角丸み  印刷する罫線の角の丸みを変更したい【⇒ 402】

 印刷  ページ番号  印刷するページ番号の書式を変更したい【⇒ 403】

 印刷  合計金額  見積合計金額を違う用語で印刷したい【⇒ 406】

 印刷  自社名  見積書の枠外に自社名を印刷したい【⇒ 408】

 印刷  見積番号  見積番号の左に決まった記号を設定したい【⇒ 412】

 印刷  名称と摘要  名称と摘要の間の罫線を指定したい【⇒ 415】

 印刷  総括表  総括表を印刷する時に摘要を印刷したくない【⇒ 417】

 印刷  名称長い  名称が長く摘要がないときは摘要まで名称を伸ばして印刷したい【⇒ 416】

 印刷  自社名  自社名の設定をしたい【⇒ 361】
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【　】内の番号は第５章の画面解説の番号です。

分　　類 キーワード 項　　　　　　　目

 印刷  自社
 セールスポイント

 自社のセールスポイントを見積書に印刷したい【⇒ 361のヘッダ1、ヘッダ2】

 印刷  自社ロゴ  自社のロゴを印刷したい【⇒ 426】

 印刷  印鑑枠  印刷する印鑑枠を増やしたい／減らしたい【⇒ 432】

 印刷  プリンタ変更  印刷するプリンタを変更したい【⇒ 473】

 印刷  ＷＭＦ  WMF（ウィンドウズメタファイル）で出力したい【⇒ 464】

 印刷  ＪＰＧ  JPG（ジェイペグファイル）で出力したい【⇒ 465】

 印刷  出力ファイル保存先  出力したファイルの保存先フォルダを開きたい【⇒ 466】

 印刷  ＰＤＦ  PDFファイルで出力したい
【⇒ ソースネクスト社「いきなりPDF」などのPDF作成ソフトをお使いください】

 印刷  集計  集計を印刷したい【⇒ 366で予算書にチェックいれる】

 印刷  年を平成で  印刷する年度を平成で印刷したい【⇒ 372チェックいれる】

 印刷  年を西暦で  印刷する年度を西暦で印刷したい【⇒ 372チェック外す】
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分　　類 キーワード 項　　　　　　　目

 検索  検索結果上書き代入  部材の検索結果を上書きで代入したい【⇒ 500】

 検索  検索結果次の行  部材の検索結果を次の行に代入したい【⇒ 501】

 検索  検索結果挿入  部材の検索結果を挿入で代入したい【⇒ 502】

 検索  マスター部材のみ  マスター部材だけ検索したい【⇒ 503】

 検索  ユーザー部材のみ  ユーザー部材だけ検索したい【⇒ 504】

 検索  名称、摘要
 代入しない

 部材の検索結果を代入するとき名称、摘要、単位、備考は代入したくない
【⇒ 505】

 検索  検索画面常駐  部材検索結果を常時表示させておきたい【⇒ 506】

 検索  検索結果表示順序  部材検索結果の表示順序を指定したい【⇒ 507】

 検索  連続検索  部材検索画面でも検索したい【⇒ 508～510】

 ユーザー  ユーザー経費  ユーザー経費を作成したい【⇒ 539】

 ユーザー  ユーザーデータ編集  ユーザーデータを編集したい【⇒ 598】【⇒ 592】
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【　】内の番号は第５章の画面解説の番号です。

＜コラム＞　ゼアスの端数処理について

見積明細を作成している時に金額に小数が生じた場合の端数処理は［端数処理］から選択できます。【⇒ 321】

共通仮設費、現場管理費、一般管理費、諸経費、労務費、経費は「切り捨て」の丸め桁を設定できます。【⇒ 327、328、331a】

複合単価の丸め桁は［切り捨て］［切り上げ］［四捨五入］から選択できます。【⇒ 330】

切り捨て例 切り上げ例 四捨五入例

分　　類 キーワード 項　　　　　　　目

 ユーザー部材  登録  ユーザー部材を登録したい【⇒ 574】

 ユーザー部材  検索  ユーザー部材を検索したい【⇒ 344】

 マスター部材  検索  マスター部材を検索したい【⇒ 344】

 マスター部材  分類選択  マスター部材を分類から選択したい【⇒ 344】

【⇒ 575】
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ゼアスの画面を
理解しよう

第５章
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301	 工事設定画面を閉じる
302	 工事設定をクリアにする
303	 工事設定を登録する
304	 インデックス（変更できません）
305	 見積番号を入力する
306	 見積番号を連番で入力する
307	 作成日をカレンダーから選択する
308	 作成者を入力する
309a	 ダブルクリックで得意先画面を表示する
309b	 得意先名 2 を入力する（補足や追加項目）
310	 工事名を入力する
311	 工事ツリーに表示する名称を入力する
312	 工期の開始日をカレンダーから選択する
313	 工期の終了日をカレンダーから選択する
314	 工期を選択せずに手入力する
315	 工事場所を入力する
316	 支払条件を入力する
317	 有効期限を入力する
318	 見積方式を材工分離方式にする
319	 見積方式を複合単価方式にする
320	 補給率を使用する / しない（材工分離方式のみ）

321	 端数処理の設定をする
322	 共通費の式で電気 / 機械を選択する
323	 共通費の式で新設工事 / 改修工事を選択する
324	 共通仮設費を計上する / しない（複合単価のみ）
325	 現場管理費を計上する / しない（複合単価のみ）
326	 一般管理費を計上する / しない（複合単価のみ）
327	 共通費の丸め桁を設定する
328	 諸経費の丸め桁を設定する（％の場合のみ）
329a	 消費税計算をする / しない
329b	 材料単価の地区を選択する
329c	 原価の率を設定する
329d	 消費税率を設定する
330	 複合単価の丸め桁を設定する
331a	 労務費・経費の丸め桁を設定する
331b	 労務費・経費を自動計算する / しない（材工分離方
　　　 式のみ）
331c	 部材マスターテーブルの年度を選択する
331d	 共通費の計算方式を選択する（工期あり / なし）
331e	 共通費の工事期間日数を入力する
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工事設定画面画面の表示方法：基本画面で【347】をクリック
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332	 ゼアスを終了する

333	 印刷画面を表示する

334	 得意先画面を表示する

335	 バックアップデータを復元（リストアする）

336	 労務単価を設定する

337	 データを保存（登録）する

338	 基本画面の表示を切り替える

339	 明細に集計を表示する

340	 データをバックアップする

341	 マニュアルを表示する

342	 入力時に上にある項目をコピーする

343	 実行予算の項目を設定する

344	 部材を検索する

345	 入力した明細を総括表の項目にする

346	 マスターデータを表示する

347	 工事の設定をする

348	 工事注記画面を表示する

349	 明細で空白行を挿入する

350	 明細で行を削除する

351	 複合単価式の画面を表示する

352	 明細の労務単価を設定する（行単位）

353	 明細の経費を設定する（行単位）
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基本画面画面の表示方法：ゼアスを起動する
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354	 印刷画面を閉じる
355	 印刷を実行する
356	 プレビュー画面を表示する
357	 印刷の基本設定をする
358	 印刷の項目・サイズを設定する
359	 印刷のフォント・色を設定する
360	 印刷の位置などを設定する
361	 自社名を設定する
362	 印刷の印鑑画像を設定する
363	 印刷する項目などの名称を変更する
364a	 設定１～５の中から印刷設定を選択する
364b	 見積書を Excel 形式で出力する（※ [ 印刷 ] 画面共通）
365	 印刷の設定名を入力する
366	 書式を選択する
367	 印刷階層を設定する
368	 印刷ページを設定する
369	 印刷用紙を選択する
370	 印刷行数を設定する
371	 日付を空欄で印刷する
372	 元号（平成）で印刷する
373	 請求書を印刷する

374	 納品書を印刷する
375	 小計を印刷する / しない
376	 番号のない見積書を印刷する
377	 単価、金額を空白にして印刷する
378	 数量が［１］の時、単価を空白にして印刷する
379a	 得意先の敬称を選択する
379b	 単価地区を設定する
379c	 原価単価を設定する
379d	 各ページの工事名を印刷する / しない
379e	 各ページの INDEX を印刷する / しない

≪ご注意ください≫

［書式の選択］で［Index( ヘッダあり )］と［Index( ヘッダな

し )］を選択した場合は Index 行だけが印刷されます。明細（グ

リッド）に Index 行と明細行が混在する場合は明細行の金額

が印刷されませんのでご注意ください。詳しくは P116 の≪イ

ンデックスと明細の混在例≫をお読みください。
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印刷画面　基本設定画面の表示方法：基本画面で【333】をクリック
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380	 A ４横の印刷項目の幅を調整する

381	 A ４横の印刷余白を調整する

382	 A ４縦の印刷項目の幅を調整する

383	 A ４縦の印刷余白を調整する

384	 Ｂ５横の印刷項目の幅を調整する

385	 Ｂ５横の印刷余白を調整する

386	 Ｂ５縦の印刷項目の幅を調整する

387	 Ｂ５縦の印刷余白を調整する

388	 印刷項目のタイトル名を変更する［No.］

389	 印刷項目のタイトル名を変更する［名称］

390	 印刷項目のタイトル名を変更する［摘要］

391	 印刷項目のタイトル名を変更する［数量］

392	 印刷項目のタイトル名を変更する［単位］

393	 印刷項目のタイトル名を変更する［単価］

394	 印刷項目のタイトル名を変更する［金額］

395	 印刷項目のタイトル名を変更する［備考］

≪ Point ≫印刷するときに［名称］を［仕様］に変更したい

場合や［摘要］を［サイズ］にして印刷したい場合は【389】

と【390】で設定できます。

≪インデックスと明細の混在例≫

上図のように総括表と明細が混在する場合［Index( ヘッダあ

り )］と［Index( ヘッダなし )］では合計金額［￥341,481］は

印刷されず［￥143,381］が印刷されます。混在していなけれ

ば２つの金額は同額になるので問題はありませんが混在の場

合は注意が必要です。
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印刷画面　項目・サイズ画面の表示方法：印刷画面で【358】をクリック
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396	 印刷の固定文字フォントを変更する

397	 印刷のデータ文字フォントを変更する

398	 印刷の数値文字フォントを変更する

399	 小計行の色を変えて印刷する

400	 小計行フォントを太字にして印刷する
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印刷画面　フォント・色画面の表示方法：印刷画面で【359】をクリック
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401	 印刷罫線の太さを変更する

402	 印刷枠の角を丸くする

403	 ページ番号のスタイルを選択する

404	 ページ番号の印刷位置を選択する

405	 合計金額枠を印刷する／しない

406	 合計金額の名称を変更する

407	 印刷枠外下に印刷する自社名の位置を選択する

408	 印刷枠外下に印刷する自社名を入力する

409	 印刷枠外下に印刷する消費税関係文章の位置を選択	

	 する

410	 印刷枠外下に印刷する消費税関係文章を入力する

411	 得意先名下に印刷する文章を設定する

412	 印刷する見積番号の左側につける文字を設定する

413	 工事注記を一体型で印刷するときの枠の行数を設定	

	 する

414	 工事注記を印刷するページを指定する

415	 印刷される名称と摘要の間の罫線を指定する

416	 名称データが長く、摘要データがない時に名称を摘	

	 要幅まで印刷する

417	 総括表を印刷するとき摘要枠を印刷する／しない

418	 共通仮設費率、現場管理費率、一般管理費率を印刷	

	 する／しない

≪ Point ≫

［下部自社名印刷］【407】

各ページの見積書の枠外に自社名を印刷したい場合に使用し

ます。

［見積 No. レフトマーカー］【412】

例えば見積番号のはじめにいつも　ZNSH21-　と付けたい場

合、［見積 No. レフトマーカー］【412】を「ZNSH21-」とします。

［工事注記の位置］【414】

「工事注記（備考）」を別紙ではなく見積書に一体型で印刷し

たい場合、「1 ページ目」または「最後のページ」を選択します。

その時の行数は【413】で設定できます。
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印刷画面　位置・他画面の表示方法：印刷画面で【360】をクリック
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419	 Ａ４よこ用の自社データを登録する

420	 Ａ４たて用の自社データを登録する

421	 Ｂ５よこ用の自社データを登録する

422	 Ｂ５たて用の自社データを登録する

423	 表紙の印刷で自社データの位置を調整する（上下）

424	 表紙の印刷で自社データの位置を調整する（左右）

425	 自社データのフォントサイズを変更する

426	 自社のロゴファイルを印刷する

427	 印刷するロゴファイルの位置を調整する（上下）

428	 印刷するロゴファイルの位置を調整する（左右）

≪ Point ≫

［上下調整］【423】

項目を上に移動したい場合はプラスします。

項目を下に移動したい場合はマイナスします。

［左右調整］【424】

項目を右に移動したい場合はプラスします。

項目を左に移動したい場合はマイナスします。

［ロゴファイル PATH］【426】

自社ロゴを印刷したい場合はここでファイルのリンクを設定

します。ロゴファイルはビットマップファイルで作成します。

ゼアスでサイズ調整はできませんので元のファイルを編集し

ます。リンクを削除したい場合はカーソルが点滅した状態で

キーボードの［Delete］を押してください。

自社のセールスポイントを印刷したり、代表者名を大きく印

刷したい場合は「ヘッダ 1」と「ヘッダ 2」を活用してください。
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印刷画面　自社名など画面の表示方法：印刷画面で【361】をクリック
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429	 印鑑の画像ファイルを印鑑枠に印刷する

430	 印鑑の画像ファイルの位置を調整する（上下）

431	 印鑑の画像ファイルの位置を調整する（左右）

432	 印鑑枠の個数を変更する

433	 印鑑枠の位置を調整する（左右）

≪ Point ≫

［印鑑枠個数］【432】

印鑑枠数は「1」～「3」を設定できます。
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印刷画面　印鑑関係画面の表示方法：印刷画面で【362】をクリック
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434	 表紙項目の印刷タイトルを変更する

435	 集計金額項目の印刷タイトルを変更する

436	 印刷タイトルを変更する［工事期間］

437	 印刷タイトルを変更する［工事名称］

438	 印刷タイトルを変更する［工事場所］

439	 印刷タイトルを変更する［支払条件］

440	 印刷タイトルを変更する［有効期限］

441	 印刷タイトルを変更する［御見積書］

442	 印刷タイトルを変更する［総括表］

443	 印刷タイトルを変更する［内訳書］

444	 印刷タイトルを変更する［内訳明細書］

445	 印刷タイトルを変更する［請求書］

446	 印刷タイトルを変更する［納品書］

447	 印刷タイトルを変更する［工事注記］

448	 印刷タイトルを変更する［支給品］

449	 印刷タイトルを変更する［撤去］

450	 印刷タイトルを変更する［撤去（再）］

451	 印刷される集計タイトルを変更する［直接工事費］

452	 印刷される集計タイトルを変更する［共通仮設費］

453	 印刷される集計タイトルを変更する［現場管理費］

454	 印刷される集計タイトルを変更する［一般管理費］

455	 印刷される集計タイトルを変更する［工事価格］

456	 印刷される集計タイトルを変更する［消費税額］

457	 印刷される集計タイトルを変更する［税抜合計金額］

458	 印刷される集計タイトルを変更する［税込合計金額］

459	 印刷される集計タイトルを変更する［総合計］

460	 請求書、納品書の合計金額タイトルを変更する

461	 請求書に振込先を印刷する

≪ Point ≫

印刷項目は自由に変更できますので自社の仕様や得意先別に

設定すると便利です。「設定 1」～「設定 5」をうまく使い分

けましょう。
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印刷画面　リネーム画面の表示方法：印刷画面で【363】をクリック
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462	 印刷プレビューを閉じる

463	 印刷プレビューから印刷する

464	 ＷＭＦ（ウィンドウズメタファイル）で出力する

465	 ＪＰＧ（ジェイペグ）ファイルで出力する

466	 出力した画像ファイルの保存先フォルダを開く

467	 印刷プレビューの先頭ページを表示する

468	 印刷プレビューの前ページを表示する

469	 印刷プレビューの次ページを表示する

470	 印刷プレビューの最終ページを表示する

471	 印刷プレビューを縮小する

472	 印刷プレビューを拡大する

≪ Point ≫　見積書の画像を電子メールに添付する手順

作成した画像ファイルを簡単にメール添付することができま

す。（Outlook Express の場合）

① Outlook Express を起動してＺＥＡＳＳの画面と重ならない

ように配置する。

②ＺＥＡＳＳのプレビュー画面を表示する。

③ WMF【464】または JPG【465】で画像出力する。

④［添付］をクリックしてメールに添付したいファイルを選

択する。

⑤ Outlook Express に選択したファイルをドロップする。

⑥ Outlook Express で新規のメールが自動で作成され、ファイ

ルが添付される。

⑦［宛先］［件名］［本文］を設定して送信する。

WMF ファイルは印刷した時に文字がなめらかに印刷されま

す。
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印刷プレビュー画面の表示方法：印刷画面で【356】をクリック
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473	 印刷するプリンタを変更する

474	 印刷するプリンタのプロパティを変更する
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プリンタの設定画面の表示方法：印刷画面で【355、356】をクリック
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475	 得意先画面を閉じる

476	 得意先の表示をクリアする

477	 クリアにした得意先の表示を再度表示する

478	 選択した得意先を削除する

479	 得意先の新規作成、変更、削除を登録する

480	 選択した得意先データをコピーする

481	 エクセルから得意先データを貼り付ける

482	 得意先データをすべて選択する
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得意先画面画面の表示方法：基本画面で【334】をクリック
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483	 労務単価画面を閉じる

484	 設定した労務単価を登録する

485	 県別労務単価画面を表示する

486	 労務単価の係数を入力する（提出）

487	 労務単価の調整額を入力する（提出）

488	 労務単価の係数を入力する（原価）

489	 労務単価の調整額を入力する（原価）

≪ Point ≫　会社の標準労務単価を設定しましょう

労務単価の設定は初めに労務費マスターファイルを開いて県

別単価を設定し、係数と調整額で会社の標準労務単価を設定

します。標準労務単価とは見積書作成時に自動で設定される

労務単価です。

個々の見積書の労務単価は標準労務単価を調整して決定しま

す。

・労務費マスターファイルは、ゼアスを起動して見積工事を選

択する前に［労務］【336】をクリックして開きます。

・個々の見積工事の労務費は、ゼアスを起動して見積工事を選

択してから［労務］【336】をクリックして開きます。
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労務単価画面画面の表示方法：基本画面で【336】をクリック
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490	 県別労務単価画面を閉じる

491	 労務単価の基準にしたい県をダブルクリックで設定	

	 する（画像の場合は埼玉県が設定される）
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県別労務単価画面画面の表示方法：労務単価画面で【485】をクリック
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492	 実行予算分類画面を閉じる

493	 マスターデータの実行予算分類を表示する

494	 ユーザーデータの実行予算分類を表示する

495	 明細（グリッド）にある実行予算 ID を消去する

496	 ユーザーデータの実行予算分類を新規作成する

497	 ユーザーデータの実行予算分類を削除する

498	 ユーザーデータの実行予算分類を編集する

≪ Point ≫　実行予算の分類作成

マスターデータにはあらかじめ実行予算分類が設定されてい

ますが、手入力した部材には実行予算分類は設定されていな

いため、「999」その他が自動で設定され集計されます。ユー

ザーの実行予算分類またはマスター実行予算分類を設定して、

より正確な実行予算書を作成して利益を管理しましょう。

→関連項目

・ユーザー実行予算分類の作成は	 【496】

・作成した分類を明細で設定する時は	 【343】

・実行予算分類を画面で確認する時は	 【339】で［実行予算］

・実行予算を印刷する時は	 	 【366】で［予算書］

画面で実行予算を表示した後、元に戻すときはインデックス

（総括表の項目）をクリックします。



139 第 5章　ゼアスの画面を理解しよう

表示方法：【343】　　　実行予算分類画面（マスター） 表示方法：【494】　　実行予算分類画面（ユーザー）
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499	 部材検索画面を閉じる

500	 明細に上書きで代入する

501	 明細に代入する時、次の行に代入する

502	 明細に代入する時、行を挿入して代入する

503	 マスターデータのみを部材検索する

504	 ユーザーデータのみを部材検索する

505	 代入する時に名称、摘要、単位、備考を代入しない

506	 部材検索画面を代入した後も表示させる

507	 部材検索結果の表示順を変更する

508	 部材検索画面から名称で検索する

509	 部材検索画面から摘要で検索する

510	 部材検索画面からキーワードで検索する

511	 部材検索を実行する

512	 ダブルクリックで検索結果を明細に代入する

≪ Point ≫

右の画像では【512】をダブルクリックすると可とう電線管、

CD22㎜が明細に上書きで代入されます。その際には名称、摘

要、単位、備考は代入されません。→【505】にチェックがは

いっているため
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部材検索画面画面の表示方法：基本画面で【344】をクリック
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513	 マスターデータを大中小分類から検索する

514	 マスターデータ画面の表示を伸ばす

515	 マスターデータ画面の表示を縮める

516	 マスターデータ画面を閉じる

517	 ダブルクリックでマスターデータを明細に代入する

≪ Point ≫

機械設備工事の部材を主に使用する場合は、［部材マスター表

示順序］【598e】で「機械－＞電気」に設定すると機械の部材

が最初に表示されるようになるので選択が簡単になります。
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マスターデータ画面画面の表示方法：基本画面で【346】をクリック
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518	 工事注記画面を閉じる

519	 工事注記をクリアする

520	 工事注記を削除する

521	 工事注記を登録する

522	 工事注記を入力する

≪ Point ≫

［クリア］【519】と［削除］【520】

工事注記の［クリア］をすると画面上ではすべて消去されま

すが、［登録］をしなければ実際の削除は実行されません。こ

れに対し、［削除］をした場合は［登録］しなくても工事注記

の削除が実行されます。工事注記の印刷は【413】【414】で設

定できます。
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工事注記画面画面の表示方法：基本画面で【348】をクリック
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523	 複合単価式画面を閉じる

524	 複合単価式の変更を決定する

525	 選択した明細の複合単価式を確認、変更する

≪ Point ≫

複合単価式の確認と変更【525】

マスターデータから代入した複合単価の式を確認したい場合

は、その行の「名称」等にカーソルがある状態で［10 複合式］

をクリックすると複合単価式画面が表示されます。選択した

式が赤くなっているので、［選択］にチェックするだけで変更

できます。

（変更すると再計算が実行されます）

複合単価式を新規に作成することはできませんので、登録し

てある式から選択してお使いください。

編集して部材登録する

複合単価式を変更したり、名称、摘要を変更した部材を部材

登録【575】しておけば入力の手間を大幅に減らすことができ

ます。
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複合単価式画面画面の表示方法：基本画面で【351】をクリック　※複合方式のみ

523 524
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526	 労務単価適用画面を閉じる

527	 労務費１を表示する

528	 労務費２を表示する

529	 労務費の変更を決定する

530	 選択した明細で労務費の設定を適用する / しない

≪ Point ≫

労務単価の確認と変更【530】

労務単価は明細に表示されています。

明細で適用されている労務単価を変更したい場合は、その行

の「名称」等にカーソルがある状態で［11 労務］をクリック

すると労務単価適用画面が表示されます。選択した労務単価

式が赤くなっているので、［選択］にチェックするだけで変更

できます。（変更すると再計算が実行されます）
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労務単価適用画面画面の表示方法：基本画面で【352】をクリック
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531	 経費適用画面を閉じる

532	 経費１を表示する（マスター／ユーザー）

533	 経費２を表示する（マスター／ユーザー）

534	 経費３を表示する（マスター／ユーザー）

535	 経費４を表示する（マスター／ユーザー）

536	 経費５を表示する（マスター／ユーザー）

537	 変更した経費設定を決定する

538	 経費設定のユーザー / マスターを切り替える

539	 ユーザー経費を編集する

540	 選択した明細で経費の設定を適用する / しない

≪ Point ≫　作成したユーザー経費を明細で使用する手順

①明細（グリッド）で、経費を設定したい部材を選択した状

態で［12 経費］【353】をクリックする。

②ユーザー経費に切り替える。【538】

③「経費 1」を選択する。【532】（経費１に登録した場合）

④適用する経費にチェックをいれる。【540】

⑤変更を登録する。【537】

＜コラム＞　電卓を使って素早く経費を計算する方法

ゼアスでは選択した金額や数量の合計を電卓に表示させるこ

とができるため付属品、継手の金額をすぐに計算できます。

①合計を計算したい金額を選択する。

②ショートカットから「SUM（列の合計」選択範囲」をクリッ

クする。

③合計金額が表示されて電卓が起動する。

［500+610=1110］があらかじ

め計算されていますので、付属

品率（0.25）をかければすぐ付

属品（￥277）が計算できます。
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表示方法：【353】　　　　　経費適用画面（マスター） 表示方法：【538】　　　　経費適用画面（ユーザー）
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541	 ユーザー経費編集画面を閉じる

542	 ユーザー経費編集画面をクリアにする

543	 ユーザー経費を再度読み込む

544	 選択したユーザー経費を削除の対象にする

545	 ユーザー経費の追加、変更、削除を登録する

546	 選択したユーザー経費の名称などを Excel 形式でコ	

	 ピーする

547	 Excel でコピーしたデータをユーザー経費に貼り付	

	 ける

548	 表示されているユーザー経費をすべて選択する

549	 集計金額表示順画面を閉じる

550	 集計金額表示を標準に戻す

551	 集計金額表示の変更を登録する

552	 集計金額表示を並べ替える

553	 集計金額表示幅を変更する
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表示方法：【539】　　　　　　　　　　　　　経費編集画面 表示方法：【598d】　　　集計金額表示順画面
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554	 工事を新規作成する

555	 工事設定を編集する

556	 工事のコピーを作成する

557	 工事を削除する

558	 工事をエクスポート（出力）する

559	 工事をインポート（取り込み）する

560a	 顧客を選択する

560b	 顧客の選択を解除する

560c	 工事を検索する

561a	 展開した工事ツリー詳細をもとに戻す

561b　工事ツリーを展開して詳細を表示する

562a　フォントを大きくする

562b　フォントを小さくする



155 第 5章　ゼアスの画面を理解しよう

ショートカット：工事ツリー画面の表示方法：工事ツリーを右クリック
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563	 選択した総括表の項目をコピーする

564	 選択した総括表の項目を切り取る

565	 コピー / 切り取った総括表の項目を貼り付ける（階

　　　層直下）

566	 コピー / 切り取った総括表の項目を貼り付ける（同

　　　じ階層）

567	 選択した総括表の項目を削除する

568	 展開した総括表の表示を閉じる

569	 総括表の表示を展開する
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画面の表示方法：総括表（インデックス）を右クリック
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ショートカット：総括表（インデックス）
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570a	 ゼアスの最新版をダウンロードする
570b	 単価・原価を一括で置き換えする
570c	 表示フォントサイズを設定する
570d	 部材マスターデータを書き換えする
570e	 グリッド設定関係のメニューを開く
571	 ルート（一番上の明細）で諸経費を金額で入力する
572	 ルートで諸経費をパーセントで入力する
573	 明細で選択した行を最下行に移動する
574	 明細でマスターデータ / ユーザーデータを検索する
575	 明細で選択した部材をユーザーデータに登録する
576	 明細で小計を挿入する
577	 選択した明細行を［支給品］に設定する
578	 選択した明細行を［撤去］に設定する
579	 選択した明細行を［撤去と取付］に設定する
580	 選択した明細行を［撤去再利用］に設定する
581	 ルート（一番上の明細）で自動計算した共通費を手	
	 入力できる諸経費に変更する
582	 自動計算した労務費を手入力できる普通項目に変換
　　　 する
583	 自動計算した経費を手入力できる普通項目に変換す
　　　 る
584	 選択した原価単価に係数を掛けて単価に代入する
585	 選択した金額の合計を電卓に表示させる
586	 選択した名称などを行単位でコピーする
587	 行単位でコピーされた行を貼り付ける
588	 電卓を使う

589a	 選択した名称などを Excel 形式でコピーする
589b	 Excel でコピーしたデータを貼り付ける
589c	 選択した名称などを行単位で削除する
589d	 明細のすべての行を選択する
590	 選択した明細行を非課税にする
591	 明細の再計算を実行する
592	 ユーザー部材を編集する
593	 経費を編集する　現在の見積用
594	 経費を編集する　マスター
595	 名称と摘要の表示を固定して常時表示にする
596	 明細で改行する項目を設定する
597	 明細で設定した改行する項目を解除する
598a	 明細で表示しない項目を設定する
598b	 明細の全項目を表示する
598c	 実行予算の項目を表示する
598d	 ステータスバーにある集計項目の表示順を変更する
598e	 マスター部材の表示順序（電気、機械）を設定する
599a	 画面サイズを標準にする
599b	 画面サイズを最適にする
599c	 グリッドの線カラーを変更する
600a	 データベースを初期化する
600b	 postgreSQL をバックアップを行う
600c	 プロキシを設定する
600d	 キャッシュサイズを設定する
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画面の表示方法：明細（グリッド）を右クリック
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601	 ユーザー部材編集画面を閉じる

602	 ユーザー部材編集画面をクリアにする

603	 ユーザー部材を再度読み込む

604	 選択したユーザー部材を削除の対象にする

605	 ユーザー部材の追加、変更、削除を登録する

606	 ユーザー部材編集で上項目をコピーする

607	 ユーザー分類編集画面実行予算分類画面を表示する

608	 名称と摘要の表示を固定する

609	 材工分離設定の項目にカーソルを移動する

610	 複合単価設定の項目にカーソルを移動する

611	 空白行を挿入する

612	 選択したユーザー部材を削除の対象にする

613	 ユーザー部材編集画面で複合単価式画面を表示する

614	 ユーザー部材編集画面で労務費適用画面を表示する

615	 ユーザー部材編集画面で経費適用画面を表示する

616	 選択したユーザー部材の名称などを Excel 形式でコ	

	 ピーする

617	 Excel でコピーしたデータをユーザー部材に貼り付	

	 ける

618	 表示されているユーザー部材をすべて選択する

619	 ユーザー部材項目のカラム幅を規定値に戻す
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画面の表示方法：明細ショートカットで【592】
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ユーザー部材編集画面
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書式：同上（ヘッダ無し）※内訳明細書（改頁有）、用紙：原価計算書（Ａ４横）、項目サイズ：[No.] 0mm、１／３ページ
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書式：同上（ヘッダ無し）※内訳明細書（改頁有）、用紙：原価計算書（Ａ４横）、項目サイズ：[No.] 0mm、２／３ページ
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書式：同上（ヘッダ無し）※内訳明細書（改頁有）、用紙：原価計算書（Ａ４横）、項目サイズ：[No.] 0mm、３／３ページ
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書式：予算書（Ａ４横）、用紙：原価計算書（Ａ４横）、項目サイズ：[No.] 0mm、１／２ページ
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書式：予算書（Ａ４横）、用紙：原価計算書（Ａ４横）、項目サイズ：[No.] 0mm、２／２ページ
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書式：予算書（ヘッダ無し）、用紙：原価計算書（Ａ４横）、項目サイズ：[No.] 0mm、１／２ページ
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書式：予算書（ヘッダ無し）、用紙：原価計算書（Ａ４横）、項目サイズ：[No.] 0mm、２／２ページ
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■ PostgreSQL 版 Ver.1.5.1 で追加された機能

より多くのユーザー様に満足に使っていただけるようゼアスは日々
改良されています。この章ではマニュアル製本後に変更された主な
変更点をご紹介します。

620「労務費」「経費」の自動計算を行わない設定を追加しました

労務費、経費を自動計算させずに手入力したい時などは、［労
務費自動計算しない］または［経費自動計算しない］にチェッ
クをいれると通常自動計算される労務費、経費がグリッドに表
示されません。

620

621「労務費」のリネームができるようになりました
印刷時の労務費の名称と摘要がリネームできます。労務単価画
面の「名称リネーム」「摘要リネーム」で印刷時の労務費名称
と労務費摘要が設定できます。「摘要リネーム」は未入力でも
構いません。
例 1：これまでは名称に「労務費」、摘要に「電工」と印刷さ
れましたが、リネームすれば名称に「電工費」などで印刷でき
ます。
例 2：これまでは名称に「労務費」、摘要に「配管工費」と印
刷されましたが、リネームすれば名称に「工費」、摘要に「配
管作業」などで印刷できます。

621
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620
621
622
623
624
625

622　自動計算の労務費、経費の普通行への変換を追加しました

自動計算された労務費または経費を、そのまま普通行に変換で
きるようになりました。普通行に変換された「労務費」「経費」
は編集できます。変換後は「労務費」「経費」の自動計算を行
わない設定をしてください。　⇒【620】

623「経費」のリネームができるようになりました

グリッドのサブメニューから「経費編集　現在の見積用」また
は「経費編集　マスター」を選択して「名称リネーム」「摘要
リネーム」で変更できます。「摘要リネーム」は未入力でも構
いません。
※この変更は現在の見積データには反映されません。次回入力
時から適用されますので、入力途中で変更しないでください。

624　グリッドのストライプ色の設定ができるようになりました

622

623

624
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626「消耗品・雑材料費」のリネームができるようになりました

印刷画面の［リネーム］で「消耗品・雑材料費」がリネームで
きるようになりました。

627　データのテキストファイルへの出力機能を追加しました

印刷画面の「TXT」ボタンをクリックすると、TAB 区切り形式
で出力できます。出力したデータはエクセルで活用できます。

628　印刷時に明細行には番号を付加しない機能を追加しました

629　印刷順序を番号順で印刷できるようにしました

改ページ有印刷で印刷順序をインデックスの番号順で印刷でき
ます。この印刷を標準としましたので、従来の階層順で印刷す
る場合は、［印刷順序 ( 階層順 )］にチェックをいれます。

626

627

628
629
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630　画面のフォントサイズの変更ができるようになりました

画面の文字サイズが工事ツリーのショートカットで変更できま
す。[ Ctrl + Alt + L ] で拡大、[ Ctrl + Alt + S ] で縮小します。

626
627
628
629
630

630
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■ PostgreSQL 版 Ver.1.6.5 で追加された機能

631　撤去費の計算に「撤去と取付」を追加しました

これまでの「撤去」、「撤去再利用」に加えて新たに撤去歩掛り
と新設歩掛りを計算する「撤去と取付」を追加しました。再利
用の場合の撤去費と取付労務費（＝新設労務費）をまとめて計
上したい場合に便利です。

計算例：埋込天井灯　FRS15-162　PX16 × 2　の場合
	 	 歩掛り 0.227
	 	 撤去率 0.3
	 	 撤去率 ( 再 ) 0.4
 	 	 数量 10
	 	 労務単価 10,000 円

撤去と取付＝ 0.227 × (1+0.4) × 10 × 10,000 ＝ 31,780 円

労務費（または支給品）＝ 0.227 × 10 × 10,000 ＝ 22,700 円

撤去＝ 0.227 × 0.3 × 10 × 10,000 ＝ 6,810 円

撤去再利用＝ 0.227 × 0.4 × 10 × 10,000 ＝ 9,080 円
※再利用する場合で撤去のみ

631
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632　Excel2007 にデータを出力できるようになりました

印刷（対応書式：「同上（ヘッダ無し）」、対応用紙：「Ａ４」）
で Excel2007 にデータ出力できるようになりました。提出先に
エクセルファイルの提出が必要な場合にとても便利な機能で
す。レイアウト、改ページなどの書式も設定されて出力されま
す。※出力後の編集、レイアウト調整はエクセルで作業してく
ださい。

ゼアスで作成した見積データを Excel2007 に出力したと
ころ。これまではテキストデータをエクセルで開いて編
集する必要がありましたが、これからは直接エクセルに
出力されるので手間無くデータの再利用が可能です。

632

631
632



206

■ PostgreSQL 版 Ver.1.7.0 で追加された機能

633　部材データの年度を選択できるようになりました

新規工事を作成する時に積算実務マニュアルの部材データの年
度が選択できるようになりました。
※ 2009 年度の部材データは非表示ですが選択できます。
※部材データの選択は新規工事作成時のみ選択できます。登録
後は変更できませんのでご注意ください。

■ PostgreSQL 版 Ver.1.8.1 で追加された機能

634　小計のリネームができるようになりました

印刷時に自動で挿入する「 －小計－ 」の文字をリネームでき
るようになりました。印刷のリネーム項目で変更できます。
下の画像では「計」にリネームしています。

633

634
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■ SQLite 版 Ver.1.0.3 で追加された機能

635　グリッドの設定が追加されました

・グリッド列順序タイプ
グリッドの列配置に「 Ｂタイプ 」を追加しました。単価と
原価単価、金額と原価金額を比較しながら入力作業ができま
す。設定はグリッドのサブメニューから 「 グリッド設定関係メ
ニュー 」→「 グリッド列順序タイプ変更 」を選択して下さい。

（設定後ゼアスを再起動してください）

・「 金額項目のセル幅設定 」、「 係数項目のセル幅設定 」
金額項目と係数項目の列幅の一括設定機能を追加しました。こ
の値を保持しますので、複合単価と材工分離の表示切替が行わ
れた場合も、変更されることがなくなります。設定方法は「 
グリッド設定関係メニュー 」→「 金額項目のセル幅設定 」「 
係数項目のセル幅設定 」を選択して下さい。 

PostgreSQL 版では Ver.1.8.6 で追加されています。

■ SQLite 版 Ver.1.6.1 で追加された機能

636　労務費、雑材、付属品等が調整単価に対応しました

材工分離方式で自動計算される「労務費」、「消耗品・雑
材料費」、「付属品」、「継手」等で調整単価が入力できる
ようになりました。

637　部材ごとの単価、原価単価の追跡変換に対応しました

ひとつの見積書の中で単価または原価単価を変更した際
にほかの項目にあるその部材の単価、原価単価を追跡
して変換できるようになりました。グリッドのサブメ
ニューから「 単価・原価の一括置換 」 を選択してくださ
い。現在選択されている部材 ID の 単価・原価単価で現
在編集中の見積全体を置き換えます。※ ID のある部材
マスターのみ変換できます。

PostgreSQL 版では Ver.1.8.6 で追加されています。

633
634
635
636
637

635

636

637
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■ SQLite 版 Ver.1.6.2 で追加された機能

　複合単価が据付費の場合、単価編集を不可にしました

複合単価方式で、計算する複合単価が据付費の場合、単価を変
更しても複合単価には反映されないため、変更を不可にしまし
た。該当する複合単価式は以下の通りです。

13 番 歩掛Ⅱ① * 設備機械工② *(1+ Ｆ労他 )
17 番 歩掛Ⅱ① * はつり工② *(1+ Ｆ労他 )
18 番 歩掛Ⅱ① * 特殊作業員② *(1+ Ｆ労他 )
19 番 ( 歩掛Ⅱ① * 電工② + 歩掛Ⅱ② * 普通作業員② )*(1+ Ｆ労
他 )
30 番 歩掛Ⅱ① * 設備機械工② *(1+ Ｆ労他 )
43 番 ( 歩掛Ⅱ① + 歩掛Ⅱ② )* 設備機械工② *(1+ Ｆ労他 )
48 番 歩掛Ⅱ① * 配管工② *(1+ Ｆ労他 )
52 番 歩掛Ⅱ① * はつり工② *(1+ Ｆ労他 )
53 番 歩掛Ⅱ① * 特殊作業員② *(1+ Ｆ労他 )

PostgreSQL 版では Ver.2.2.9 で追加されています。

■ SQLite 版 Ver.2.0.1 で追加された機能

638　共通費の計算が積算基準平成 23年度に対応しました

共通費の計算が、工期に対応した積算基準平成 23 年度でもで
きるようになりました。工期は 30 日を「1.0」とします。
計算式の詳細は「電気設備工事積算実務マニュアル」、「機械設
備工事積算実務マニュアル」に記載されていますので、そちら
をご参考ください。
PostgreSQL 版では Ver.3.0.1 で追加されています。

■ SQLite 版 Ver.2.5.0 以降 で追加された機能

639　Windows8 に対応しました（SQLite 版 Ver.2.5.0 /PostgreSQL 版 Ver.3.5.0）

640　Excel2013 出力に対応しました（SQLite 版 Ver.3.0.1 /PostgreSQL 版 Ver.4.0.1）

641　新消費税 8%に対応しました（SQLite 版 Ver.3.1.1 /PostgreSQL 版 Ver.4.3.0）

638

←工期
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ゼアスの自動バージョンアップ

第８章
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■ゼアスの自動バージョンアップ

ゼアスは起動時にインターネットに接続してバージョンアップ
の確認をします。新しいバージョンを確認した場合は自動バージョ
ンアップを行ないます。自動バージョンアップができない場合は
ウィルスソフトなどがブロックしていることが考えられますので
設定をご確認ください。

▼
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・PostgreSQL のライセンスについて

License
PostgreSQL is released under the BSD license.

PostgreSQL Database Management System(formerly known as Postgres, then as Postgres95)

Portions Copyright (c) 1996-2008, The PostgreSQL Global Development Group

Portions Copyright (c) 1994, The Regents of the University of California

Permission to use, copy, modify, and distribute this software and its documentation for any purpose, without fee, and without a 

written agreement is hereby granted, provided that the above copyright notice and this paragraph and the following two paragraphs 

appear in all copies. IN NO EVENT SHALL THE UNIVERSITY OF CALIFORNIA BE LIABLE TO ANY PARTY FOR DIRECT, INDIRECT, 

SPECIAL, INCIDENTAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES, INCLUDING LOST PROFITS, ARISING OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE 

AND ITS DOCUMENTATION, EVEN IF THE UNIVERSITY OF CALIFORNIA HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

THE UNIVERSITY OF CALIFORNIA SPECIFICALLY DISCLAIMS ANY WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 

WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. THE SOFTWARE PROVIDED HEREUNDER IS ON 

AN "AS IS" BASIS, AND THE UNIVERSITY OF CALIFORNIA HAS NO OBLIGATIONS TO PROVIDE MAINTENANCE, SUPPORT, UPDATES, 

ENHANCEMENTS, OR MODIFICATIONS.

Why not the GNU General Public License?
People often ask why PostgreSQL is not released under the GNU General Public License. The simple answer is because we like the BSD 

license and do not want to change it. If you are keen to read more about this topic, then please take a look in the Archives at any of 

the many threads on this subject, but please don't start yet another debate on the subject!



◆ サポートはこちらまで

担当：井波・ 村田
電話：03-3469-2282
FAX  ： 03-3466-6186
mail：inami@zns.co.jp
時間：月曜日～金曜日、AM9:00 ～ 12：00、PM1:00 ～ PM5:00

ゼアスの最新情報は　www.zeass.com
※サポートよりのコールバックは原則１回とさせていただきます。
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